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令和３年度 鹿児島市立星峯西小学校 学校経営・運営の概要（構想） R3.4.13
学校・家庭・地域が連携し，子ども一人一人に「生きる力」を育む 子ども一人一人に「生きる力」を育むために，どのような考え方の基に取り組めばよいかを示してある。
星峯西小学校プランⅠ 学校の取組１：職員研修の充実 学校の取組２：研究授業の実践 学校の取組３：補充指導体制の整備

①学校経営・運営の基本的な考え方 １ 学習指導の ◆目標値等
充実 〇単元、学期末

◆指標となる調査 テスト85点以上
〇全国学力・学 〇漢字力・計算力
習状況調査 定着90％以上

〇鹿児島学習 〇NRT偏差値
定着度調査 ss54

〇NRT 〇アンダー・アチ
ーバー０

◆授業の基本型
〇西小ベーシック ※全国学テ
の継続 H30:全国平均以上

H31:全国平均以上
◆家庭学習の確保 R2：中止
〇学年×10分 R3：全国平均以上

②学校、家庭、地域が抱える課題 ③三者が連携して子どもに働きかける ＋20分 ※鹿学定
R1：＋１ｐ

２ 情報教育の R2：▲4.4ｐ
充実 R3：県平均以上

知：かしこく：「確かな学力」

徳：なかよく：「豊かな人間性」 体：たくましく：「健康・体力」
１ 人権教育の充実 １ 教科体育の取組

２ 道徳教育の充実 ２ 教科外体育の取組

３ 特別活動の充実 ３ 健康教育の充
※新型コロナウイルス感染症対策

④三者が連携しバランスよく働きかける ⑤教育課題の共有化 ４ 環境教育の推進と教育環境の整備

※学校・家庭・地域で課題を共有 ４ 安全指導の充実
すること ５ 生徒指導の充実

◆ R2 年度の鹿児島学習定着度調査 ５ 食に関する指導、学校給食（食
結果が県平均－ 4.4p であることを ６ 読書活動の充実 育の充実）及び給食室の安全管理
公表し、学力向上が R3 年度の重
点課題であることを伝える。 家庭との連携策 地域との連携策

◆ 鹿児島学習定着度調査及び全国
学力・学習状況調査等の諸学力検
査の結果を一刻も早く元のように
県及び全国以上に戻す。

◆ そのためには、低学年期からの
基礎基本（特に漢字の読み書き、
計算等）の定着を図るための学力
補充指導を系統的、組織的に行う
必要がある。(TT、小人数指導)

◆ 家庭での学習時間を確保すると
ともに自作の家庭学習ノート等を
有効に活用して漢字・日記・計算
宅習等を全学年が系統的に積み上
げていく学習メソッドを構築して
いく必要がある。

◆ PTA活動としてもノーメディ
アタイムや早寝早起き朝ごはん等
の PTA 共通実践事項に取り組ん
でもらい、学校と家庭が連携して
取り組んでいきたい。

※「ゲーム障害」の予防＝不登校の予防

学校，家庭，地域が連携し，「生きる力」を育む
星峯西小学校プランの概要図
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特別支援教育に関する研修（7.1）

人権教育実技研修（5．9）生徒指導研修（5.2）絵画指導研修（4.25）

個の力を組織の力へ その道のスペシャリストに! 若手・中堅・ベテランもともに学ぶ

教師一人一人の専門性を磨き・生かす研修

服務規律(体罰）にかかるロール

プレイング実技研修（7．22）

アレルギー対応等応急処置

保健指導研修（7．21）

教師一人一人の専門性を磨き・生かす研修

職員合唱の実技研修（8．22）予定

校区内フィールドワーク（7．22）

教職員一人一人がもっているよさを全職員で共有化し，全校児童に還元する！

三校合同研修会（8.19）予定

理科研究記録のまとめ方（7．22）パソコン実技研修（7．24）

作文指導研修&合評会（8.22）予定
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一人一研究授業を行うまでの過程とその取組

実践の立場を明確にして全体での
指導案検討（発問・板書計画まで）

研究授業の様子（写真等に記録）

実践の立場の検討と指導案添削

授業改善の視点を中心にその妥
当性や有効性を協議して深める。

授業改善の共通の視点に沿って論点を分かり
やすく整理して授業検討会で協議できるように
しています。
※授業改善の共通の視点とは，
①指導目標の明確化 ②指導内容の重点化
③指導方法の工夫改善 ④評価方法の工夫改善
⑤授業以外の工夫改善

授業者は実践の立場１枚
を共通の視点に沿って作
成（授業日約40日前）し，
指導案等といっしょに説明
する。

時間と内容の効率化を図
る。（45分間のS研修）

実践の立場【ワンペーパー】 実践の立場【解説】

全体での授業検討会

朝学習：２回→３回に
算数だけ→算数と国語
金読書タイム→朝自習

毎週１回：学力補充
チャレンジタイム実施
２～６年生で実施 複数
指導

過去問やアシストシート

問題に繰り返し取り組ま
せ，学力の定着を図る。

担任だけでなく，専科，
管理職も入って複数で
細やかに指導する。

学期1回から月1回学力
向上委員会で学力の定
着状況を全職員で検討

月１回：学力向上の時間
複数教員で指導する

自作の家庭学習ノート（小学校6年間継続）
全学年に導入? 内容を一部改善

教育活動の成果を説明
するための一次関数

y＝aｔ＋b 

y：今年度の教育活動の成果
a：（a1学校＋a2家庭＋a3地域）の教育力
t：（t1学校＋t2家庭＋t3地域）での時間
b：前年度までの教育活動の成果
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教育力aは，＋の値にも－の値にもなる！
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a＞０

a＜０学校と家庭と地域
が連携していない
とその力は効果的に
子どもに働かない。

学校と家庭と地域が
バランスよくその力を

子どもに働かせてい
くことが大切です。

星峯西小学校の教育課題

星峯西小学校の教育課題を解決するために
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学力向上の
更なる充実
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ノーメディアタイム

一家庭一家訓

食育
（早寝・早起き
朝ご飯）※重点

あいさつ運動
家族・近所

読 書 活 動

家庭：PTA共通実践事項の改善・充実
R3年度のPTA共通実践事項

ＰＴＡ組織と連動した共通実践事項の取組

①あいさつ運動

②一家庭一家訓

③ノーメディアタイム

④読書活動（うち読）

⑤食育（早寝・早起
き・朝ご飯）
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「生きる力」（知・徳・体）の育成

ＰＴＡ専門部活動
○総 務 部
○生活指導部
○保健体育部
○環境整備部
○研 修 部
学級ＰＴＡ活動
○学級ＰＴＡ

※家庭教育学級
※子ども会育成会
※スポ少育成会

Ｐ

Ｔ

Ａ

組
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家庭：R3年度PTA活動の改善の方向性
☆PTA共通実践事項の継続・取組の徹底
・中学校との連携（ノーメディアタイム，挨拶等）

☆PTA総会，全体会への参加率アップ
☆PTA専門部活動の充実
・総務部 歓送迎会の参加率アップ
・生指部 安全マップ作成，親子あいさつ運動
・研修部 学校行事等の取材と記事掲載
・保体部 北中との合同学校保健委員会

日曜参観日の親子手作りお弁当
北中との合同ミニバレーボール大会

・環整部 親子合同奉仕作業 ※PTAフリーマーケット

☆学級PTA活動の充実
・親子レクの活動内容工夫（語りやスキンシップ等）

家庭：PTA共通実践事項の設定の仕方

※家庭でのお手伝いを中心にルール
やきまりなどを設定する。できるだけ
肯定的な文で設定する。
（例）「お風呂そうじを毎日する。」

※曜日を限定せず毎日，継続して取り
組めるように，時間帯（19:00～20:30）
や時間（１時間30分）などで設定する
ようにする。

※学年に
応じて遅
くとも午
後１０時
までに就
寝

※午前６
時から７
時までの
時間帯で
起床時間
を設定す
る。

地域：スポ少、地域スポ連絡協議会の開催

子どもたちは家庭学習の時間
がかなり足りていないんだ！
だから学力が身についていな
いのか！

７つのスポ少年団の
指導者と育成会長に
本校児童の実態（学
力，生活等）を説明

スポ少の指導者，
育成会と一緒に子
どもたちに「確かな
学力」を身に付け
ていきましょう！
その具体策は？

私たち指導者も練習時間を厳守し
なければ！学校と常に情報交換を
しよう！

スポ少の放課後教室

育成会保護者が当番を決めて見守りながら勉
強に取り組ませています。
岡前サッカー少年団の「放課後教室」の様子

育成会保護者が当番を決めて見守りな
がら勉強に取り組ませています。
岡前水泳少年団の「放課後教室」の様子

平成29年度は学校で活動していない「柔道」「空手」「陸上」に加入している
子どもたちも「放課後教室」に参加できないか検討する予定

地域：あいご会の学校での開催

第1回：組織作り・活動計画

第2回：夏休みの活動計画

第4回：振り返り，来年度へ

第3回：冬休みの活動計画

子ども会役員決定，組織づくり
年間の活動計画立案 等

浜下り等の地域行事への参加
第3日曜日思いやりクリーン作戦の
参加，花いっぱい運動の取組 等

ラジオ体操，音読放送，海岸清掃，
敬老会での夢宣言等の地域行事へ
の参加，夏休み夜間校区内巡回 等

歳の祝い，クリスマス会，お別れ
会等の地域行事への参加等

次年度の子ども会役員，組織づくり
引継，次年度の活動計画立案 等

5月
初旬

7月
中旬

12/月
中旬

3月
中旬

６／６（火） ※育成会長出席
町子ども会育成連絡協議会総会
６／３０（金）※育成会長出席
第１回子ども会育成会長研修会

6/8(木）教育文化の町推進会議①

３／２８（水） ※育成会長参加
第２回子ども会育成会長研修会

2/9(金）教育文化の町推進会議②

地域：星峯西校区コミュニティ協議会との連携

子どもたちの健全育成をめざして議会議員，集落区長，子ども会
育成会長，PTA会長，学校管理職が参加しての北部地区推進協
議会において，海岸清掃活動，花いっぱい運動，敬老会での夢宣
言，校区一斉大ラジオ体操（通学路点検・空き缶拾い含む），夏季
休業中の夜間巡視活動等について話し合われました。

子どもたちのために学校，家庭，地域が連携・協働
すべき理由とは

９ｈ（8:00~17:00)

2ｈ（17:00~19:00)1３ｈ（19:00~8:00)
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生きる力：確かな学力
豊かな人間性、健康・
体力・安全、学校にお
ける働き方等

共働き世帯増加
育児・子育ての
悩み、進学、就職
児童虐待等

少子高齢化、過
疎化、地域担い
手不足、伝統文
化継承、防災等

学力向上、いじめ、不
登校、問題行動、ネット
依存、虐待、自死 等

令和3年（2021年）は
・ R3は東京オリンピック・パラリンピック開催
・ 新型コロナウイルス感染症は？ など

そんな中で学校教育の現場は？
学習指導要領完全実施，「教育の情報化」への対応,学校における働き方改革，
給特法の一部改正（1年間の変形労働時間制）などGIGAスクール構想，「未来
の教室 Learning Innovation」の本格稼働：R３児童生徒一人一人にタブレット
端末を配備、本格稼働、デジタル教科書、統合型校務支援システム運用、学校・
家庭間のデジタル通信システムの構築等
※ 学校現場の急速な変化に対応できる教職員等の育成が急務

不易流行
松尾芭蕉「去来抄」から

持続可能な
Sustainable

星峯西小の子ども一人一人に『生きる力』を育むために
学校経営プランに基づき、「確かな学力」，「豊かな人間
性」，「健康・体力」の育成に向けた具体的な取組とその
成果・課題などを総括し，次年度へ確実に結びつける。
【学校経営・運営の基本】

①「閉じる」から「開く」・・・・・・説明責任，結果で示す
②「対立」から「連携・協働」・・協調，「ともに」の姿勢
③「叱る」から「褒める」・・・・・質の高い指導・教育力

学校経営の全体像を構造化（関係
性、順序性、重要性等）し、視覚化
して分かりやすく伝える。

 


